
　「越後妻有 雪アートプロジェクト 2010」のイベントの一つ、『か
んじきダンス』（２月20日㈯開催）。NHK教育の番組などで活躍し
ている振付家・近藤良平さんが考案した雪上盆踊りです。２月12
日㈮、松代保育園でワークショップが行われ、園児や保育士65人
が十日町ダンススクールの講師からダンスを習いました。
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●胃がん検診アンケート結果
●農業経営の安定化を目指して
●全国大会・市民スキー大会結果
●財政事情のお知らせ
●大地の芸術祭／早稲田松代塾
●めざせ！観光交流都市／パブリックコメントほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい！昔ほか
●まちの話題TOWN TOPICS／はたログ
●お知らせ・ガイドほか
●この時　熱中・夢中

　「越後妻有 雪アートプロジェクト 2010」のイベントの一つ、『か

みんなでダンス！みんなでダンス！みんなでダンス！

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。
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胃
が
ん
検
診
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

平
成
21
年
度
の
市
の
胃
が
ん
検
診
受
診

率
は
18
・
８
％
で
あ
り
、
市
民
全
体
の
受

診
率
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
が
ん
に
対
す
る
認
識
低
下
や
検
診
未

受
診
者
の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ

こ
で
、
市
民
の
が
ん
に
対
す
る
意
識

や
受
診
の
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
検
診

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
９
月
、
無
作
為
抽
出
し
た
40
〜
60

代
の
市
民
２
、
０
０
０
人
に
「
胃
が
ん
検

診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
送
っ

た
結
果
、
１
、
２
５
０
人
（
62
・
５
％
）

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

回
答
率
を
年
代
別
・
性
別
に
み
る
と
、

年
代
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
回
答
率
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
40
〜
50
代
は
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
回
答
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

 
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
﹁
胃
が
ん
検
診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
﹂�
健
や
か
な

人
生
を
送
る
に
は
�
死
亡
原
因
第
１
位
の
﹁
が
ん
﹂
を
は
じ
め
�
市
民
が
か
か
り
や
す

い
生
活
習
慣
病
へ
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
�
予
防
と
定
期
検
診
を
実
践
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
�
調
査
結
果
か
ら
う
か
が
え
る
市
民
の
意
識
や
受
診
状
況
な
ど
を
﹁
平
成
22
年

度
各
種
健
（
検
）
診
申
込
書
﹂
の
配
布
時
期
に
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

調
査
目
的
と
配
布
・
回
収
の
状
況

が
ん
検
診
の
印
象

受
け
な
い
理
由
か
ら
み
え
る
も
の

市
の
胃
が
ん
検
診
自
己
負
担

受
け
や
す
い
検
診
を
目
指
し
て

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

年
代
で
変
わ
る
受
診
機
会

６
割
が
１
年
以
内
に
受
診

「
が
ん
検
診
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
重
要
な
検
査
だ
と

思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
約
９

割
の
市
民
が
「
重
要
な
検
査
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う
」
人
を
加
え
る
と
、97
％
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
が
ん
検
診
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

と
２
年
以
上
受
け
て
い
な
い
に
人
に
、
受

け
な
い
主
な
理
由
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
理
由
の
上
位
は
「
い
つ
で

も
受
診
で
き
る
」「
検
査
に
伴
う
苦
痛
な

ど
に
不
安
が
あ
る
」「
時
間
が
な
か
っ
た
」

で
は
、
実
際
に
「
胃
が
ん
検
診
を
い
つ

受
け
た
の
か
」
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

回
答
者
の
６
割
が
１
年
以
内
に
受
診
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
初
予
測
を
大
き
く

70

60

50

年代別・性別のアンケート回答率（％）

48.5

61.2
57.9

62

69.6 69.3

40代 50代 60代

男 女

ア ン ケ ー ト 対 象 40 ～ 60代の市民

対 象 者 数 24,385人（平成21年９月１日現在）

アンケート配布数   2,000人（無作為抽出）

アンケート回答数   1,250人（回答率62.5％）

上
回
る
受
診
率
で
し
た
。

回
答
者
の
半
数
以
上
が
市
の
検
診
や
職

場
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
ら
え
て
、
き
ち
ん
と
受
診
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そう思う
1,089人（87.1％）

どちらかと
いえばそう思う
119人（9.5％）

どちらともいえない
30人（2.4％）

どちらかといえば
そう思わない
2人（0.2％）

全くそう思わない
2人（0.2％）

無回答
8人（0.6％）

1年以内に受けた
744人（59.5％）

2年以内に受けた
157人（12.6％）

今まで受けたことはない
98人（7.9％）

無回答
3人（0.2％）

2年以上前に受けた
235人（18.8％）

わからない
13人（1.0％）

0 50 100
（％）

あなたは胃がん検診を受けたことがありますか。
最近受けた時期をお答えください 胃

が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

に
、「
お
も
に
ど
の
よ
う
な
機
会
に
」
受

診
し
た
の
か
う
か
が
い
ま
し
た
。

年
代
別
・
性
別
に
み
る
と
、
40
代
と
50

代
の
男
性
は
、
職
場
の
案
内
に
よ
る
検
診

を
受
け
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
50
代
と
60

代
の
女
性
は
、
市
の
検
診
を
多
く
利
用
し

て
い
ま
す
。

身
近
な
機
会
を
逃
さ
ず
に
、
確
実
に
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市の集団検診
（検診車など）

職場の案内で受けた
検診（検診車、人間ド
ック、医療機関など）

かかりつけ医で
勧められ医療機
関を受診

自主的に人間
ドックを受診

その他 無回答
332人
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457人 185人 201人 46人 15人
0
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41

0 10 20 30 40

いつでも医療機関を受診できるから
検査に伴なう苦痛などに不安があるから

時間がなかったから
費用がかかり経済的にも負担になるから

毎年受ける必要性を感じない
健康に自信があり必要性を感じない

たまたま受けていない
面倒だから

結果が不安なため受けたくないから
場所が遠いから

まだそういう年齢ではないから
検診を知らなかった

その他
特にない

（％）

37.2％
25.3％

37.2％
25.3％

19.5％
14.0％
14.0％

12.2％
11.6％

9.8％
5.5％

2.4％
0.9％
0.6％

5.8％
4.9％

「
費
用
が
か
か
り
経
済
的
に
も
負
担
に
な

る
」「
毎
年
受
け
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
が
ん
は
、
初

期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
出
て
か

ら
が
ん
が
見
つ
か
る
と
、
が
ん
が
進
行
し

て
い
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
か
ら
定
期
的
に

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

市
の
胃
が
ん
検
診
に
か
か
る
費
用
は
、

一
人
あ
た
り
４
、
３
０
０
円
で
す
。
こ
の

う
ち
の
１
、
０
０
０
円
を
受
診
者
本
人
が

負
担
し
て
い
ま
す
（
差
額
３
、
３
０
０
円

は
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
）。

自
己
負
担
金
に
つ
い
て
高
い
と
感
じ
る

か
う
か
が
い
ま
し
た
。
９
割
以
上
の
市
民

が
現
在
の
自
己
負
担
額
を
「
高
く
な
い
」

「
普
通
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
か
ら
胃
が
ん
検
診
を
受

診
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
週
末
の
実
施
に
つ
い
て
、
意
見
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
週
末
の
検
診
を
希
望
す

る
意
見
が
半
数
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

22
年
度
は
、
７
月
と
11
月
に
２
回
、
週
末

の
胃
が
ん
検
診
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
の
進
行
速
度
を
考
え
る
と
、
年

１
回
は
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
検
診
は
、

定
期
的
に
連
続
し
て
受
け
る
こ
と
で
、
早

期
発
見
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
内
全
世
帯
に
「
平
成
22

年
度
各
種
健
（
検
）
診
申
込
書
」
を
配
布

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
22
年
度
に
市
が
行

う
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
の
申
込
み

を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、
人
間
ド
ッ
ク

や
医
療
機
関
な
ど
の
受
診
予
定
を
確
認

し
、
市
民
全
体
の
健
康
増
進
に
役
立
て
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
家
族
で

相
談
し
て
、
み
ん
な
で
健
康
診
査
・
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

高いと感じない
674人（53.9％）普　通

457人（36.6％）

高いと感じる
64人（5.1％）

無回答
55人（4.4％）

●
問
合
せ
 
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

　
☎
７
５
７

｜

９
７
６
４

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

土曜日・日曜日と
も日程があれば受
診したい
520人（41.6％）

日曜日であれば
受診したい
78人（6.2％）
土曜日であれば
受診したい
49人（3.9％）

週末の検診は
希望しない
228人（18.3％）

わからない
239人（19.1％）

無回答
136人（10.9％）

0 50 100
（％）

が
ん
検
診
は
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

つ
な
が
る
重
要
な
検
査
だ
と
思
い
ま
す
か

胃
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
�

お
も
に
ど
の
よ
う
な
機
会
に
受
け
ま
し
た
か

（
複
数
回
答
）

２
年
以
上
胃
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
お
も
な
理

由
は
何
で
す
か
（
複
数
回
答
）

胃がん検診を土・日曜日に設定した場合に受診
したいと考えますか

市
の
胃
が
ん
検
診
自
己
負
担
額
１
�０
０
０
円
は

高
い
と
感
じ
ま
す
か

胃がん検診の受付風景
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全国大会で十日町市勢が大活躍 農業経営の
安定化を目指して

市民スキー選手権大会結果発表！
　２月７日㈰に吉田クロスカントリー競技場で第39回市民スキー選手権大会（クロスカントリー競技）が、

２月14日㈰に松代ファミリースキー場で第５回市民スキー選手権大会（アルペン競技）が開催されました。

各競技の優勝者を発表します。（敬称略）

第５回市民スポーツ大会

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

種　別 優勝者（所属）

小学２年以下男子 小海　拓郎（吉田小）

小学２年以下女子 中嶋　陽奈（吉田小）

小 学 ３ 年 男 子 小野塚光星（吉田小）

小 学 ３ 年 女 子 柳　　愛子（吉田小）

小 学 ４ 年 男 子 中嶋竜之介（吉田小）

小 学 ４ 年 女 子 濱野　愛美（吉田小）

小 学 ５ 年 男 子 佐藤　 寛 （吉田小）

小 学 ５ 年 女 子 高橋　 柚 （吉田小）

小 学 ６ 年 男 子 廣田　珠輝（鐙島小）

小 学 ６ 年 女 子 大熊百合菜（吉田小）

中 学 男 子 宮崎　大樹（吉田中）

中 学 女 子 齋木　花音（吉田中）

小学男子リレー
鐙島雪男Ａ

（佐藤　勝、齋木陸斗、岩澤樹生）

小学女子リレー
吉田っ子シスターズＡ

（大熊百合菜、斎木美月、酒井梨沙）

中学男子リレー 吉田中Ａ（吉澤拓真、太田将史）

中学女子リレー 吉田中Ｃ（岩澤実里、大熊鈴香）

ア
ル
ペ
ン
競
技

種　別 優勝者（所属）

小学３年以下男子 俵山　哲多（鐙島小）

小学３年以下女子 長澤　朋枝（松里小）

小 学 ４ 年 男 子 小野塚岳人（松里小）

小 学 ４ 年 女 子 小泉　千秋（下条小）

小 学 ５ 年 男 子 俵山　舜平（鐙島小）

小 学 ５ 年 女 子 志賀　聖子（松之山ＳＪ）

小 学 ６ 年 男 子 佐藤　　翔 （松之山ＳＪ）

小 学 ６ 年 女 子 宮腰あやの（中条小）

中 学 男 子 小泉健太郎（下条中）

中 学 女 子 山本　夏希（清津ＪＳＣ）

成 年 男 子 Ａ 水落　達也（八海高）

成 年 男 子 Ｂ 児玉　正典（十日町ＳＫ）

成 年 男 子 Ｃ 高橋　知生（一般）

成 年 男 子 Ｄ 富井　　孝 （てるてる坊主）

成 年 男 子 Ｅ 宮沢　伸一（つるつる坊主）

　
近
年
、
消
費
者
の
低
価
格
志
向
に
よ
り

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
状
況
は
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ

の
こ
と
を
農
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
受

け
止
め
、
国
の
配
分
数
量
に
基
づ
い
た
米

の
生
産
と
魚
沼
憲
章
の
遵
守
に
よ
り
米
価

の
安
定
を
図
り
、
併
せ
て
国
の
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
事
業
へ
の
加
入
に
よ
り
農
業

経
営
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

施
策
の
目
的
　

　
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
、
農
業
所
得

の
激
減
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
農
業
と
地
域
を
再
生
さ
せ
、
農

山
村
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
将
来
に
向
け
て

明
る
い
展
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
環

境
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

米
の
戸
別
所
得
補
償
の

加
入
条
件

○
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
に
お
い
て
、
主

食
用
米
の
作
付
面
積
を
本
年
産
の
作
付

目
標
面
積
等
欄
の
面
積
内
に
収
め
、
確

実
に
実
行
す
る
こ
と

○
調
整
水
田
や
保
全
管
理
な
ど
不
作
付
地

が
あ
る
場
合
に
は
、
改
善
計
画
を
市
に

提
出
し
、
認
定
を
受
け
る
こ
と

○
米
の
戸
別
所
得
補
償
の
補
償
金
の
申
請

な
ど
の
手
続
き
を
期
限
内
に
実
施
す
る

こ
と

交
付
単
価

○
定
額
部
分
（
主
食
用
米
の
作
付
面
積
―

10
ａ
）
×
１
５
、
０
０
０
円
／
10
ａ

○
変
動
部
分
　
当
年
産
の
販
売
価
格
が
標

準
的
な
販
売
価
格
（
過
去
３
年
平
均
）

を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の
差
額
を
基
に

変
動
部
分
の
交
付
単
価
を
算
定

　トップブランド魚沼コシヒカリの産地として、 ４つ

の項目を共通理念として掲げ、生産者・関係団体が一

体となって取り組んでいる決まり事です。この中の一

つに「高品質・良食味米」の維持向上のための10か

条があり、その一部を紹介します。

○おいしさと品質を最優先した米づくりとするため、

目標収量は510kg/10a（8.5俵）とする。

○稲わらは、すべて田んぼにすき込み、土づくり肥料

の施用に努め、地力が低い田んぼにはたい肥を施用

していること。

○毎年、県内でとれた種もみを使用し、種もみの更新

をしていること。

○田植えは５月中旬以降に行い、８月８日以降に穂が

出るようにすること。

○稲の実りを良くするため、穂が出てから25日間は

水を落とさないこと。

○玄米タンパク含有率は、おいしさの基準である6.0

％を目標とすること。 

農業
ミニ知識

区分 平成21年度 平成22年度 増減

国 815万トン 813万トン △2万トン

県
570,000トン 557,830トン △12,170トン

105,988ha 103,490ha △2,498ha

十
日
町
市

20,167トン 19,721トン △446トン

3,977ha ※3,897ha △80ha

平成22年産米の生産目標数量の配分

※十日町市の作付できる面積の割合は全水面積の69.6％です。

米の戸別所得補償
モデル事業が始まります

魚 沼 憲 章

　相次いで開催された全国中学校スキー大会と全国高等学校スキー大会で、十日町市から

出場した選手が大活躍をしました。各大会の入賞者を紹介します。（敬称略）

○男子５kmフリー

　春日　耀介　　６位

○男子５kmクラシカル

　春日　耀介　　４位

○男子リレー

　新潟県チーム（尾身勇気、春日耀介）　２位

○女子３kmフリー

　春日愛由実　　２位

　齋木愛里紗　　３位

○女子３kmクラシカル

　酒井　梨奈　　３位

○女子リレー

　新潟県チーム（酒井梨奈、齋木愛里紗）２位

　（以上吉田中）

第47回 全国中学校スキー大会
２月３日㈬〜６日㈯　岩手県八幡平市

○男子15kmフリー

　宮沢　大志　　１位

　中嶋　崇仁　　４位

　児玉　翔平　　６位

○男子10kmクラシカル

　佐藤　友樹　　９位

○男子リレー

　十日町高校　（児玉翔平、佐藤友樹、中嶋崇仁、宮沢大志）３位

○女子５kmクラシカル

　大平　芽生　　８位

　（以上十日町高校）

○女子リレー

　十日町総合高校（高橋麻弥、長谷川悠、中嶋紋菜）８位

○学校対抗

　十日町高校　総合優勝

第59回 全国高等学校スキー大会
２月２日㈫〜７日㈰　北海道札幌市

■
問
合
せ

　
農
林
課
農
業
振
興
係

　
☎
７
５
７

｜

９
９
２
２

　
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課
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使用料及び手数料
 4億0,042万円（1.2％）
地方譲与税3億9,600万円（1.1％）

分担金及び負担金  4億0,844万円（1.2％）

繰入金
財産収入 
寄附金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
株式等譲渡所得割交付金

2億7,587万円（0.8%）
1億5,917万円（0.5%）
1億4,473万円（0.4%）
1億0,500万円（0.3%）
6,700万円（0.2%）
1,500万円（0.1%）
1,300万円（0.1%）
1,277万円（0.0%）
1,200万円（0.0%）
1,000万円（0.0%）

地方交付税
117億5,446万円
　　　（33.9％）

市  債  
44億
1,340万円
（12.7％）

国庫支出金
35億1,511万円
（10.1％）

諸収入
26億0,952万円
（7.5％）

市  税
61億7,380万円
　　（17.8％）

災害復旧費  
6,895万円（0.2％）

民生費
69億
5,175万円
（20.0％）

公債費　
51億
5,234万円
（14.9％）

土木費
58億
2,711万円
（16.8％）

議会費 
2億2,144万円（0.6％）

労働費
2億5,751万円
（0.7％）

衛生費 
18億5,762万円
（5.4％）

予備費  5,000万円
　　　　（0.1％）

歳出

総務費
38億
8,941万円
（11.2％） 県支出金

22億1,754万円
　　　（6.4％）

商工費
35億3,867万円
（10.2％）

農林水産業費 
20億4,160万円
（5.9％）

教育費
35億9,736万円
（10.4％）

商工費
35億3,867万円
（10.2％）

農林水産業費 
20億4,160万円
（5.9％）

教育費
35億9,736万円
（10.4％）

消防費
12億2,993万円
（3.6％）

繰越金
14億5,646万円
（4.2％）

その他
8億1,454万円
（2.4％）

地方消費税交付金
5億2,400万円
（1.5％）

歳入

■歳出予算
　性質別分析表

（総額346億8,369万円）

◆市民１人当たり残高……
121万6千円

※平成21年12月31日現在の人口60,751人で算出

◆市民１人当たり納税済額……
9万9千円

■特別会計予算の執行状況

義

務

的

経

費

（37.7％）

公　　債　　費

52億3,835万円

（15.1%）

人　　件　　費

49億0,702万円

（14.1%）

扶　　助　　費

29億3,626万円

（8.5%）

消
費
的
経
費

（29.8％）

物　　件　　費

49億0,802万円

（14.2%）

補　助　費　等

42億0,914万円

（12.1%）

維 持 補 修 費

12億0,905万円

（3.5%）

投
資
的
経
費

（17.2％）

普通建設事業費

　 　58億7,961万円

（17.0%）

災害復旧事業費

　　7,075万円

（0.2%）

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
経
　
　
費
　
　

（15.3％）

繰　　出　　金

28億6,855万円

（8.3%）

貸　　付　　金

20億7,481万円

（6.0%）

積　　立　　金

3億3,203万円

（0.9%）

予　　備　　費

5,000万円

（0.1%）

投資及び出資金 

10万円

（0.0%）

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 62億7,112万円 36億7,027万円 41億9,029万円

診　療　所
（川西・倉俣・中里・室野・松之山）

3億3,232万円 2億0,016万円 2億3,266万円

老　人　保　健 1,634万円 2,247万円 290万円

後 期 高 齢 者 5億4,149万円 2億1,793万円 3億5,409万円

介　護　保　険 53億1,038万円 37億5,756万円 34億7,711万円

簡　易　水　道 15億5,379万円 44億1,600万円 6億0,965万円

下 水 道 事 業 41億8,896万円 10億1,049万円 19億4,935万円

松之山温泉
配湯事業

1,310万円 1,166万円 370万円

計 182億2,750万円 133億0,654万円 108億1,975万円

■市債の状況
（21年度末残高見込み）

一 般 会 計 405億5,256万円

国民健康保
険特別会計

2,458万円

簡易水道
特別会計

65億0,921万円

下 水 道
特別会計

  （農業集落排水
  事業含む）

250億6,957万円

松之山温泉
配湯事業

5,440万円

水道事業
会　　計

16億6,246万円

計 738億7,278万円

■市税の収入済額

税　　目 税　　額 構成比

固定資産税 34億6,459万円 57.9%

市　民　税 17億6,085万円 29.4%

市たばこ税 4億2,046万円 7.0%

都市計画税 1億4,138万円 2.4%

軽自動車税 1億5,265万円 2.5%

入　湯　税 4,743万円 0.8%

計 59億8,736万円 100.0%

　
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
十
日
町
市
及
び
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
平
成
21
年
12
月
31
日
現

在
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般会計予算の執行状況

※諸収入は貸付金元利収入などです。

■一般会計予算の内訳  12月末予算
　（歳入・歳出346億8,369万円）

当 初 予 算 額

12月末予算額

収　入　済　額

支　出　済　額

310億3,600万円

346億8,369万円

233億6,185万円

186億0,284万円

執行率53.6％

収入率67.4％

財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町市

H21.12.31 現在
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早稲田大学・松代
連携講座 （第６回～第10回）早稲田松代塾
『私たちにとってアジアとは何か―歴史地理の観点から』（連続５回）

　　講師：福井重雅 氏（早稲田大学名誉教授、文学博士【専攻：中国思想・制度史、東アジア文化史】）
　　　　　赤坂恒明 氏（早稲田大学講師【専攻：東洋史〈モンゴル帝国史〉】※第８回担当）　　

第６回　４月25日㈰

第７回　６月27日㈰

第８回　９月12日㈰

第９回　11月14日㈰

第10回　平成23年３月27日㈰

午前「プロローグ　アジアとヨーロッパ ― その語源と用語の沿革」
午後「オリエントとオクシデント ― その語源と用語の沿革」
午前「東洋と西洋・EastとWest ― その語源と用語の沿革」
午後「アジアの範囲と境界 ― アジア全域と東西南北による区分」
午前「アジアとヨーロッパとの出会い ― 東西を結ぶ三つの道」
午後「アジアからの衝撃⑴ ― フンのヨーロッパ侵入」
午前「アジアからの衝撃⑵ ― イスラムのヨーロッパ侵入」
午後「アジアからの衝撃⑶ ― モンゴルのヨーロッパ侵入」
　　　　午前「アジアは存在するか ― アジアとヨーロッパについての再検討」
　　　　午後「エピローグ　歴史とは何か ― アジアとヨーロッパの歴史観」

　アジアとはどのような地域や範囲を持ち、どのような歴史や文化をはぐくんできたのでしょうか。今回の講

義では、東アジアに属する日本の観点から、アジアとは何かを問い直します。

■講義の日程（開講時間は、午前の講義が午前10時30分〜正午、午後の講義が午後１時30分〜３時）

■会　場：早稲田大学セミナーハウスまたは松苧ドーミトリィ（受講生に連絡します）

■受講料：１回500円（資料代）　　　■定　員：先着30人

■申込み：住所、氏名、電話・FAX番号を明記のうえ、FAXで早稲田大学セミナーハウス（FAX597-2132）へ

■問合せ：松代早稲田協力会・木戸　☎045-316-2082

今
回
で
３
度
目
と
な
る
「
う
ぶ
す
な
の
家
」
ひ
な
ま
つ
り
。
地
域
に
伝
わ
る
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
ひ
な
人
形
が
、
築
86
年
の
か
や
ぶ
き
古
民
家
に
飾
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
お
母
さ
ん
た

ち
手
作
り
の
つ
る
し
び
な
も
登
場
。
時
代
を
超
え
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
ひ
な
人
形
を
眺

め
な
が
ら
、
限
定
の
�
ひ
な
ま
つ
り
御
膳
�
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
２
階
の
茶
室
で
は
、

着
物
姿
の
ス
タ
�
フ
が
抹
茶
を
提
供
し
ま
す
。ひ
と
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
 
時

　
３
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
13
日
㈯
・
14

　
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
食
事
は

　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分
）

■
会
 
場

　
う
ぶ
す
な
の
家
（
願
入
）

■
料
 
金

入
館
料

：

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

　
２
５
０
円

食
　
事

：

ひ
な
ま
つ
り
御
膳
２
、
０
０
０

　
円
（
入
館
料
込
み
／
要
予
約
）、
抹
茶

　
６
０
０
円

　
※
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
コ
ー

　
　
ヒ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内
所

　
☎
５
９
５
―
６
６
８
８

　
芸
術
祭
推
進
室
☎
７
５
７
―
２
６
３
７

3

越
後
妻
有 

２
０
１
０ 

冬

大
地
の
芸
術
祭
冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム

う
ぶ
す
な
の
家
　
ひ
な
ま
つ
り

財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

◎会計別予算の執行状況

会　　計　　名 予算現額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

一　　般　　会　　計 16億5,532万円 12億3,670万円 74.7％ 10億7,739万円 65.1％

家畜指導診療所特別会計 4,564万円 4,047万円 88.7％ 3,372万円 73.9％

合　　　計 17億0,096万円  12億7,717万円 75.1％ 11億1,111万円 65.3％

◎市町別負担金状況

一 般 会 計 家畜指導診療所特別会計 合　　　計 構成比

十 日 町 市 12億3,123万円 1,243万円 12億4,366万円 81.9％

津　　南　　町 ２億6,156万円 1,243万円 ２億7,399万円 18.1％

合　　　計 14億9,279万円 2,486万円 15億1,765万円 100.0％

会 計 名
市町村名

※土地は里創プラン用地と平成20年度に取得した松代・松之山
統合分署用地

　消防本部ほか庁舎の土地は施設所在市町より借地

◎組合財産の状況

土　　　　地 76,689.01㎡　　　　

建　　　　物 20,752.11㎡　　　　

基　　　　金 2,673万円　　　　

そ の 他 芸術作品

◎組合債の現在高状況

目　的（事業名） 金　　　額

消 防 庁 舎 建 設 事 業 1,023万円

消 防 施 設 整 備 事 業 １億7,290万円

地 域 総 合 整 備 事 業 21億7,983万円

防 災 対 策 事 業 1,027万円

災 害 復 旧 事 業 3,762万円

計 24億1,085万円

十 日 町 市 津　南　町 圏　域　外 合　　計

火 災 発 生 件 数 2 8 8 0 3 6

救　急　出　動 1 , 5 2 2 2 9 7 2 1 1 , 8 4 0

救　助　出　動 2 1 6 2 2 9

そ の 他 の 出 動 9 7 1 5 0 1 1 2

◎災害発生及び出動（件）

市 町
区　　分

（平成21年４月１日〜12月31日）

十 日 町 市 津　南　町 合　　計

指 導 診 療 事 業 1 , 5 3 9 件 2 , 0 7 2 件 3 , 6 1 1 件

家畜改良事業（精液・受精卵取扱） 7 件 2 2 6 件 2 3 3 件

防疫事業（ワクチンなど） 2 , 4 9 6 頭 4 , 1 4 8 頭 6 , 6 4 4 頭

◎家畜指導診療等実績

市 町
区　　分

（平成21年４月１日〜12月31日）
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『十日町市農村環境計画（案）』

　この計画は、農村地域の環境配慮や環境保全を適

切に行うための目標や指針などを示すものです。

●資料の閲覧場所：農林課農地整備係、各支所農林

　建設課、公民館、市ホームページ

●意見の提出方法

　①郵便　〒948-8501十日町市千歳町3-3

　　　　　農林課農地整備係

　②FAX　752-4635

　③電子メール　t-norin@city.tokamachi.lg.jp

●問合せ：農林課農地整備係　☎757-9926

『十日町市次世代育成支援対策
行動計画（後期）（案）』

　子どもを安心して生み育てられる社会を目指し、

次世代育成支援対策の後期５か年（平成22～26年）

の行動計画を策定します。

●資料の閲覧場所：福祉課、各支所市民課、公民館、

　情報館、分庁舎、市ホームページ

●意見の提出方法

　①郵便　〒948-8501十日町市千歳町3-3

　　　　　福祉課子育て支援係

　②FAX　757-3800

　③電子メール　t-fukushi@city.tokamachi.lg.jp

●問合せ：福祉課子育て支援係　☎757-9169

〜広く市民の皆さんから意見を募集します〜

パブリックコメント（市民からの意見募集）を実施します

※市ホームページ：http://www.city.tokamachi.niigata.jp/

 ㈶新潟県中越沖地震復興基金の申請はお早めに！～観光親善大使
　「ミス十日町雪まつり」の
　　　　　　　　活動紹介～

ポスト新潟DCのシンボルマーク

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

⑳

　昭和57年の第33回十日町雪まつりで初めて企画されたミス十日

町雪まつりコンテスト。当時は、たくさんの応募者の中からミス１

人、準ミス２人が選ばれました。現在は３人のミスが選ばれ、市の

観光親善大使として年間をとおして活躍しています。

つ
り
や
8
月
の
十
日
町
お
お
ま
つ
り
、
10

月
に
横
浜
市
で
行
わ
れ
た
大
新
潟
展
な

ど
、
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
県
外
で
開
催
さ

れ
る
「
染
織
の
祭
典
」
に
参
加
す
る
な
ど
、

産
業
振
興
の
P
R
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま

■
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
十
日
町
市

を
全
国
に
P
R
す
る
観
光
親
善
大
使
で
、

「
き
も
の
の
ま
ち
と
お
か
ま
ち
」
を
象
徴

す
る
よ
う
に
、
華
や
か
な
振
り
そ
で
を
着

て
活
動
し
ま
す
。
ミ
ス
の
選
考
会
は
、
毎

年
2
月
の
十
日
町
雪
ま
つ
り
で
行
わ
れ
、

任
期
は
1
年
で
す
。
29
年
間
で
、
準
ミ
ス

を
含
め
て
延
べ
80
人
以
上
の
ミ
ス
十
日
町

雪
ま
つ
り
を
輩
出
し
ま
し
た
。

■
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
選
考
会

　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
全
国
か
ら

た
く
さ
ん
集
ま
る
応
募
者
の
中
か
ら
、
書

類
審
査
を
経
て
16
人
の
候
補
者
に
絞
ら
れ

ま
す
。
候
補
者
た
ち
は
十
日
町
雪
ま
つ
り

最
終
日
に
開
催
さ
れ
る
「
ミ
ス
十
日
町
雪

ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
12
人
の
審
査

員
と
会
場
に
い
る
１
０
０
人
の
一
般
審
査

員
、
数
百
人
の
観
客
を
前
に
、
振
り
そ
で

姿
で
思
い
思
い
に
自
己
P
R
し
ま
す
。
審

査
の
結
果
、
3
人
の
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ

り
が
選
ば
れ
、
副
賞
と
し
て
、
十
日
町
市

の
振
り
そ
で
や
グ
ア
ム
旅
行
、
ダ
イ
ヤ
リ

ン
グ
な
ど
豪
華
な
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
賞
品
は
市
内
外
の
協
賛
企

業
が
提
供
す
る
も
の
で
、
官
民
挙
げ
て
十

日
町
雪
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
活
動
内
容

　
ミ
ス
の
皆
さ
ん
は
1
年
間
、
市
内
外
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
着
物
を
着
て
参

加
し
、
十
日
町
市
の
観
光
な
ど
を
積
極
的

に
P
R
し
て
い
ま
す
。
5
月
の
き
も
の
ま

す
。
昨
年
は
、
新
潟
県
大
観
光
交
流
年
と

い
う
こ
と
で
大
活
躍
の
年
に
な
り
ま
し

た
。
ミ
ス
の
皆
さ
ん
は
、
北
は
関
東
か
ら

南
は
九
州
ま
で
年
間
延
べ
約
60
日
間
出
務

し
、十
日
町
市
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

●
阿
部
 
恵
美
子
さ
ん

　
昨
年
秋
に
、
鹿
児
島
県
指い
ぶ

宿す
き

市
の
温

泉
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
指
宿
市

と
十
日
町
市
と
の
共
通
点
は
、
豊
か
な

自
然
と
人
々
の
温
か
さ
に
迎
え
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
十
日
町
市
も
、
こ
の
町
だ

か
ら
こ
そ
の
良
さ
、
例
え
ば
、
雪
深
い

気
候
や
お
い
し
い
食
べ
物
、
地
元
の
人

た
ち
と
の
交
流
な
ど
が
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
あ
ら

た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
進
村
 
洋
子
さ
ん

　
初
め
の
こ
ろ
は
、
毎
月
市
内
の
ど
こ

か
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
も
皆
さ
ん
の
心

の
中
に
共
通
し
て
、�
こ
の
町
を
明
る

く
元
気
に
し
た
い
�
と
い
う
熱
い
思
い

が
あ
る
こ
と
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ

れ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

●
市
島
 
未
希
さ
ん

　
着
物
で
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
た
と
き
、

「
き
れ
い
ね
�
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、

着
物
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
、「
着
物
の
町
、
十
日

町
っ
て
す
て
き
な
と
こ
ろ
ね
」
と
言
っ

て
も
ら
え
た
と
き
に
、
こ
の
仕
事
を
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
今
後
も
活
動
を
通
じ
て
、
十
日
町

の
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
よ
り
大
勢
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の

１
年
を
振
り
返
っ
て

第28代ミス十日町雪まつりの皆さん。
左から進村さん、阿部さん、市島さん

意見の募集期間：３月１日㈪〜10日㈬（必着）

　㈶新潟県中越沖地震復興基金では、適切な予算配分を行うため、全事業について事業実施期間にかか

わらず申請受付期間を前倒しし、申請登録制度とします。申請登録受付期間は３月17日㈬～４月30日

㈮で、５月１日以降は一切申請できません。申請登録できるのは、各メニューの事業期間内に確実に事

業を完了する予定の人です。また、事業内容が具体化していないため書類を準備できない場合でも申請

登録は可能です。その場合は、登録以後、内容が具体化した段階で改めて申請書類を提出してもらいま

す。申請予定がある人は、必ず受付期間内に下記の市窓口で申請登録をしてください。今後の新たな復

興需要なども踏まえ、基金事業全体の中で調整を行い、交付決定します（決定は６月以降の予定です）。

　なお、市報12月25日号でお知らせした２月の制度改正後の要件に該当する申請予定者で、申請書が

準備できる人は、３月16日㈫までに下記の市窓口へ提出してください。

　㈶新潟県中越沖地震復興基金に関する最新情報は、ホームページ（http://www.chuetsu-oki-kikin.

jp/index.html）で随時ご確認ください。ホームページの閲覧ができない場合は、市窓口へ問い合わせ

てください。

主な事業名 市の窓口

雪 国 住 ま い づ く り 支 援
克雪維持課建築住宅係　☎ 757-9935

被 災 者 住 宅 復 興 資 金 利 子 補 給

越 後 杉 で 家 づ く り 復 興 支 援 農 林 課 林 政 農 災 係　☎ 757-9917
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伝
統
の
ス
キ
ー
大
会

  

第
₆₀
回 
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
開
催

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
、
楽
し
も
う

橘
小
学
校
２
年
生
児
童
と

橘
保
育
園
年
長
児
が
交
流

す
く
す
く
育
て
！
ふ
く
福
来
た
れ
！

〜
節
分
は
み
ん
な
で
豆
ま
き
〜

　
２
月
３
日
㈬
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
る
す
く
す

く
教
室
で
、
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
す
く
す
く
教
室
は
毎
週
水
曜
日
に
同
会

場
で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
就
園
前
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
が
楽
し
く
遊
べ
、
ほ
か
の

幼
児
や
保
護
者
と
交
流
で
き
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
教
室
に
は
幼
児
、
保
護
者
合

わ
せ
て
83
人
が
参
加
。
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な

ど
に
合
わ
せ
て
親
子
で
遊
戯
を
楽
し
ん
だ

後
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
チ
ン
ド
ン
屋
﹃
チ
ン

ド
ン
ふ
く
福
﹄
に
よ
る
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、

「
ド
レ
ミ
の
歌
」「
十
日
町
小
唄
」
な
ど
が

楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
シ
ョ
ー
の
後
に
は
、﹃
チ
ン
ド
ン
ふ

く
福
﹄
の
皆
さ
ん
が
ま
き
手
と
な
り
、
お

待
ち
か
ね
の
豆
ま
き
を
開
始
。「
お
に
は

〜
そ
と
〜
！
ふ
く
は
〜
う
ち
〜
！
」
の
か

け
声
の
も
と
、
参
加
し
た
幼
児
と
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
う
れ
し

そ
う
に
豆
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　
す
く
す
く
教
室
を
運
営
す
る
﹃
親
子
遊

び
の
会
ほ
っ
ぺ
﹄

代
表
の
春
日
克
美

さ
ん
は
、「
事
前

予
約
や
登
録
な
ど

は
な
く
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
教
室

で
す
。
お
子
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
と
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

みんなで歌おう！踊ろう！チンドン屋は初めてかな？

楽しく交流できました！

「いっしょにやろうよ！」何が釣れるか、お楽しみ？

そぉれ、福よ来い！

　
２
月
５
日
㈮
、
橘
小
学
校
で
、
同
校
２

年
生
の
児
童
20
人
と
橘
保
育
園
年
長
児
16

人
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。﹃
よ
う

こ
そ
あ
そ
び
ラ
ン
ド
﹄
と
名
づ
け
ら
れ
た

こ
の
交
流
会
は
２
年
生
児
童
が
企
画
し
、

橘
保
育
園
へ
呼
び
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
園
児
た
ち
は
玄
関
で
出
迎
え
を
受
け
、

２
年
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
た
ち
と

手
を
つ
な
い
で
交
流
会
の
会
場
へ
。
案
内

さ
れ
た
先
に
は
全
部
で
６
種
類
の
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
招
待
さ
れ
た
園

児
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
２

年
生
手
作
り
の
遊
び
道
具
で
い
っ
し
ょ

に
遊
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
児
童
か
ら

は
、
こ
れ
ま
た
手
作
り
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら

れ
、
園
児
全
員
が
と
て
も
気
に
入
っ
た
様

子
で
し
た
。
交
流
会
も
終
わ
り
に
差
し
掛

か
る
と
、
園
児
か
ら
は
、「
も
う
帰
る
の
？
」

と
名
残
惜
し
そ
う
な
声
が
あ
が
り
、
招
待

し
た
児
童
に
と
っ
て
も
、
招
待
さ
れ
た
園

児
に
と
っ
て
も
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　
橘
小
学
校
２
年
生
担
任
の
小
林
美
枝
教

諭
は
、「
子
ど
も
た
ち
は
２
年
前
、
自
分

た
ち
が
招
待
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と

き
に
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ

り
、
今
度
は
自
分
た
ち
の
番
だ
と
張
り
切

っ
て
準
備
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
橘
保
育

園
年
長
担
任
の
大
島
寛
子
保
育
士
は
、「
子

ど
も
た
ち
は
交
流
会
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
就
学

へ
の
期
待
も
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
年
長
児

の
皆
さ
ん
。
交
流
会
を
と
お
し
て
、
４
月

か
ら
の
小
学
校
生
活
が
ま
す
ま
す
待
ち
遠

し
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
、
楽
し
も
う

橘
小
学
校
２
年
生
児
童
と

橘
保
育
園
年
長
児
が
交
流

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
ス
キ
ー
協
会
事
務
局
で
は
、「
こ

の
大
会
は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
数
々
の
名
選
手
を
育
て
て
き
た
、
県

内
で
も
最
も
歴
史
が
あ
る
大
会
で
す
。
60

回
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
大
会
を
支
え
た

関
係
者
や
参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
選
手
の

育
成
に
力
を
入
れ
、
地
域
一
丸
と
な
り
歴

史
を
刻
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会

が
、
２
月
７
日
㈰
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
松

之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
が
松
之
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
上
・

中
越
地
域
を
は
じ
め
隣
接
の
長
野
県
や
関

東
方
面
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
両
競
技
合

わ
せ
て
３
０
９
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
、
小
学
２
年

生
か
ら
成
年
の
部
ま
で
１
０
０
分
の
１
秒

の
タ
イ
ム
を
競
い
、
標
高
差
２
２
６
ｍ
の

コ
ー
ス
を
一
気
に
滑

り
降
り
て
い
ま
し

た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
で
は
、
小

学
３
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
個
人
競

技
と
リ
レ
ー
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
の
リ
レ
ー
競

技
が
始
ま
る
と
、
保

護
者
な
ど
か
ら
選
手

へ
向
け
て
白
熱
し
た

　第５回豪雪と温泉の松之山全国俳句大会が、１月

15日㈮から16日㈯にかけて開催されました。この大

会は、松之山温泉の奇祭「むこ投げ」「すみ塗り」に

合わせて隔年で開催しています。事前に募集していた

兼題句には、15都道府県110人の皆さんから384句も

の応募があり、６人の選者が入賞作品を選びました。

当日は大会名のとおり豪雪に見舞われ、電車の運休な

どもあり、参加できたのは県内の人のみとなりました

が、豪雪を乗り越えた句座をとおして交流が図られ、

和やかに句会が行われました。

豪雪の中で俳句大会

　松之山のスキーシーズンを締めくくる楽しいイベン

トが盛りだくさん！雪上ミニゲームやミニライブ、も

ちつき大会のほか、味の屋台村も好評です。家族や友

だちといっしょに参加してみませんか。

※雪上ミニゲーム…パン食い競走・変わりだねそり

　レース・飴玉探しリレー・福まき　ほか

　（参加受付は当日、会場内の本部テントで行います）

【問合せ】

　市観光協会松之山支部　☎596-3011

　 http://www.matsunoyama.com/

第27回 松之山温泉スキー場
スキーカーニバル

日　時：3月21日㈰　午前10時30分〜午後３時

会　場：松之山温泉スキー場 ちびっ子広場

【同時開催】松之山温泉アルペンスキー大会ヘッドカップ
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昭和の十日町

しもう ポーツ
くろう 康

11

松代中学校　生徒会総務

スポーツ振興課　☎ 752-3103

事務局　ネージュスポーツクラブ　☎ 752-6202

No.11

雪国の子どもたち

冬の晴れた日、雪上に５人の子どもたちが寄

り添って立っています。寒さをしのぐため、女

の子２人は重ね着をして、着ぶくれています。

右から２番目の頬っぺたが赤い女の子は、前掛

けをして素足にわらの履き物をつっかけていま

す。竹製のストックを持つ男の子の指には、ヒ

ビやアカギレのためか、布が巻かれています。

背中には赤ちゃんをおぶっていますが、この子

の妹か弟なのでしょうか。幼い子どものころか

ら、子守りをしていた時代があったのです。

　● 撮影時期：昭和15年冬

　● 撮影場所：十日町市内

て
い
ぶ
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
穴

の
中
か
ら
は
川
治
の
石
切
り
の
ジ

サ
が
、「
げ
ほ
げ
ほ
、
穴
で
休
ん

で
た
ん
に
、
何
事
だ
い
！
」
と
キ

モ
ヤ
キ
な
が
ら
出
て
き
ま
し
た
。

村
人
が
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
る

と
、
ジ
サ
は
で
ん
ぐ
り
返
っ
て
狐

に
も
ど
り
、
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。困

っ
た
村
人
た
ち
は
、
高
僧
と

名
高
い
石
仏
の
明
み
�
う
お
く
ゆ
う
し
�
う

屋
有
照
禅
師
に

狐
退
治
を
頼
み
ま
し
た
。
禅
師

は
、「
よ
し
よ
し
、
わ
か
っ
た
」

と
快
く
引
き
受
け
、
宝ほ
う

鈴れ
い

の
つ
い

た
杖
を
つ
い
て
穴
の
中
に
入
り
ま

し
た
。
五
郎
狐
は
ア
リ
に
化
け
て

ク
モ
の
糸
に
つ
か
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
禅
師
が
「
喝
！
」
と
言
っ

て
杖
を
つ
き
た
て
る
と
、
糸
が
切

れ
、
狐
は
ド
ス
ン
と
下
に
落
ち
ま

し
た
。「
へ
え
悪
り
こ
と
は
し
ね

っ
け
、
か
ん
べ
ん
し
て
」
と
ふ
る

え
る
五
郎
狐
か
ら
宝
珠
を
取
り
上

げ
て
、
禅
師
は
帰
り
ま
し
た
。

五
郎
狐
は
、
今
度
は
三
百
歳
の

古
狸
に
頼
み
込
ん
で
宝
珠
を
借

り
、
バ
サ
に
化
け
て
禅
師
を
訪
ね

ま
し
た
。「
禅
師
様
、
五
郎
狐
の

宝
珠
て
や
ん
を
、
め
い
土
の
み
や

げ
に
見
せ
て
く
ん
ね
か
の
」
と
願

っ
て
出
さ
せ
、
手
に
取
る
と
狐
に

戻
っ
て
山
に
逃
げ
ま
し
た
。

禅
師
は
、
一
升
徳
利
を
持
っ
て

ま
た
狐
の
穴
を
訪
ね
ま
し
た
。「
今

日
は
仲
直
り
に
飲
み
に
来
た
」
と

言
っ
て
い
っ
し
ょ
に
飲
み
な
が

ら
、「
化
け
上
手
で
も
こ
の
中
に

は
入
ら
ん
ね
べ
」
と
、
空
に
な
っ

た
徳
利
を
差
し
出
し
ま
し
た
。「
す

っ
け
な
ん
簡
単
だ
」
と
五
郎
狐
が

ア
リ
に
な
っ
て
徳
利
に
入
る
と
、

禅
師
は
す
ぐ
に
栓
を
し
て
持
ち
帰

り
、
鉢
の
石
仏
の
十
三
仏
の
下
に

埋
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

以
来
、
狐
の
悪
さ
は
一
切
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
五
十
六
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

鉢
と
高
島
の
村
境
に
五
百
年
も

生
き
た
五
郎
狐
と
い
う
古
狐
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
五
郎
狐
は
、
尻

尾
の
先
に
あ
る
金
色
の
宝ほ
う

珠じ
�

を
使

っ
て
何
に
で
も
化
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
悪
さ
好
き
で
、
火
事

や
嫁
入
り
騒
ぎ
で
し
ょ
っ
ち
�
う

村
人
を
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
冬
、
大
雪
で
狐
の
食
べ
物

が
み
ん
な
雪
の
下
に
埋
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
五
郎
狐
は
山
中
の

狐
を
集
め
、「
こ
う
な
っ
た
ら
、

村
中
の
飼
い
ウ
サ
ギ
と
ニ
ワ
ト
リ

を
か
っ
さ
ら
っ
て
し
ま
え
」
と
い

い
つ
け
ま
し
た
。

一
夜
明
け
た
ら
さ
あ
大
変
、
村

中
の
ウ
サ
ギ
と
ニ
ワ
ト
リ
が
１
羽

も
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

わ
り
は
狐
の
足
跡
だ
ら
け
。「
五

郎
狐
め
！
」
と
、
村
中
総
出
で
狐

退
治
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
村
人

た
ち
は
五
郎
狐
の
穴
の
前
で
、
唐

辛
子
を
混
ぜ
た
杉
葉
に
火
を
つ
け

「
五
郎
狐
」の
巻
　
　

　
　
　（
鉢
）

街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞

２月６日現在の歩行距離　5,596㎞

小
野
島
奈
美
会
長
・
布
施
萌
香
副
会
長
―
―
松

代
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
み
ん
な
明
る
く
、

学
年
に
関
係
な
く
仲
が
良
い
の
が
自
慢
で
す
。

旧
総
務
の
生
徒
会
目
標
は
「
あ
い
さ
つ
」
が
キ

ー
ワ
ー
ド
で
し
た
が
、
新
総
務
で
は
、「
自
立
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒

全
員
が
、
基
本
的
な
あ
い
さ
つ
は
も
と
よ
り
、

周
り
に
流
さ
れ
ず
に
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で

き
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

山
本
伸
寿
先
生
―
―
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、

勢
い
の
あ
る
生
徒
会
総
務
で
す
ね
。
生
徒
会
を

中
心
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
が
今
ま
で
の
総
務

で
し
た
。
今
年
は
、
委
員
会
や
部
活
動
と
分
担

し
て
層
の
厚
い
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
春
休
み
に
泊
ま
り
込
み
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
考
え
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良

さ
を
生
か
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
さ
い
配
を

振
れ
る
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　２月24日㈬に２年生が中心の新体制にバトン

タッチした、松代中学校生徒会総務。生徒会長以

下８人の総務役員が松代中学校を引っ張ってい

ます。24日に同時に行われた「３年生を送る会」

では、新総務の発案で30人の３年生一人ひとり

に、感謝の気持ちを込めて長所をたたえる表彰状

を送りました。

　平成20年３月に、「いつでも」「どこでも」「だれでも」

継続的にスポーツを楽しめる環境づくりに貢献したい

との思いから発足したネージュスポーツクラブ。現在

では480人の市民が入会し、年間を通じて９種目にわ

たるスポーツ交流活動を行っています。最近始めた取

り組みを紹介します。

◆キックボクササイズ体験会

　テレビのダイエット番組でも最近おなじみのキック

ボクササイズ。１月29日㈮、サンクロス十日町で体

験会が開催されました。参加したのは20代から50代

の男女15人。キックボクササイズは、有酸素運動と

無酸素運動を組み合わせた運動で、引き締まった体作

りができます。参加者たちはインストラクターの掛け

ネージュスポーツクラブ新たな取り組み

声とともに気持ち良い汗をかいていました。

◆第１回ネージュカップビーチボールバレー大会

　１月23日㈯、川西中学校体育館で初のビーチボー

ルバレー大会を開催しました。大会は小学生の部と一

般の部で行われ、18チームが熱戦を繰り広げました。

【大会結果】

小学生の部：１位 かわにし男児、２位 十日町新風会

一 般 の 部：１位 前田敦子、２位 MITURUGI、

      ３位 ネージュ BBV、いさわSVB

キックボクササイズ体験会
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

　代 表 者：代表取締役　小海 孝雄
　所 在 地：十日町市高田町６　ポートインビル３F
　連 絡 先：☎757-5130
　　　　　　URL：http://www.green-e.info/
　従業員数：７人
　事業内容：ACE燃焼システム
　　　　　　の企画・設計・施工・

メンテナンス
　採用計画：未定
　理念/方針：循環型社会の創造
　　　　　　地球環境へ貢献

　代 表 者：代表取締役　涌井 安次郎
　所 在 地：十日町市山谷1253-3
　連 絡 先：☎752-2734
　従業員数：20人
　事業内容：呉服・洋服・一般
　　　　　　生地の整理加工、
　　　　　　レンズ研磨加工
　採用計画：未定
　理念/方針：個人の自立と企業
　　　　　　の信頼をめざす

株式会社　グリーンエナジー魚沼整染　株式会社

　大雪に見舞われた十日町市に、雪堀りボランティアがやってきまし
た。清田山集落にやって来たのは、中越地震の際に災害ボランティア
に来て以来中里地域とさまざまな交流を行っている、国際ボランティ
ア学生協会〈IVUSA（イヴューサ）〉所属の学生の皆さん30人。２月
６日㈯・７日㈰の２日間、集会所や消防小屋、一人暮らしの家などの
雪堀りを行い親交を深めました。松代地域にも、２月８日㈪から14
日㈰の７日間、以前から交流を続けている早稲田大学が「松代雪ほり
プログラム2010」を行い、30人近くの学生の皆さんが高齢者世帯の
雪おろしを行ったほか、かまくらやどんど焼きなどの小正月の行事な
どで交流を深めました。

身近な自然に意外な発見　つまり市民里山学会

　２月13日㈯、千手中央コミュニティセンターでつまり市
民里山学会（森の学校キョロロ主催）が開催されました。こ
の会は、十日町市や津南町の自然環境について、地元の愛好
家団体や個人が日ごろの調査・研究の活動報告や成果発表を
行うもので、今回が２回目となります。当日は９組の団体・
個人が一堂に会し、パワーポイントやスライドなどを使って、
思い思いの研究内容を分かりやすく説明。在来植物と帰化植
物の比較や花暦調査、昆虫の分布調査など、身近な自然につ
いて多岐にわたる研究が発表され、会場の皆さんはときおり
メモを取るなどして熱心に耳を傾けていました。

雪掘りボランティアで交流

e
―
T
a
x
で
確
定
申
告

　

２
月
16
日
㈫
、
十
日
町
税
務
署
で
ミ
ス
十
日

町
雪
ま
つ
り
の
進
村
洋
子
さ
ん
と
阿
部
恵
美
子

さ
ん
が
、
e
―
T
a
x
に
よ
る
確
定
申
告
を

行
い
ま
し
た
。
e
―
T
a
x
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
申
告
・
納
税
の
手
続
き
を
行

う
シ
ス
テ
ム
で
、
電
子
証
明
書
と
I
C
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
準
備
す
れ
ば
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
申
告
が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
の

後
、
進
村
さ
ん
と
阿
部
さ
ん
は
シ
ル
ク
モ
ー
ル

で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
添
付
書
類
の
提

出
が
省
略
で
き
る
な
ど
の
利
便
性
が
高
い
、
e

―
T
a
x
で
の
申
告
を
P
R
し
て
い
ま
し
た
。

その15

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで

写真左：清田山集落　写真右：松代地区のボランティアの様子

魚 沼 整 染  株式会社

株式会社
グリーンエナジー

魚沼整染㈱は昭和52年に設立し、絹織物の整理加工を主として営んできま

した。整理加工とは、洋服や呉服、下着、寝具、カーテンなどの繊維製品に施

される加工のことです。魚沼整染㈱の整理加工は、縫製する前の着物や洋服生

地の汚れや染料を洗い流したり、染料を定着させるために蒸したり、製品に合

った風合いを得るために柔らかくしたりとさまざまな状態に生地を加工し、整

える仕事です。繊維製品を製造するうえでは必ず通る工程です。また、最近で

は繊維メーカーから撥水や抗菌、消臭、光触媒加工といった特殊整理加工の依

頼があるそうです。これらさまざまな加工により、メーカーの要望に沿うことが

できるよう、社員一人ひとりが日々頑張っています。また平成10年より、繊維

とは全く異なる業種であるレンズの加工も行っています。主にOA機器に使用さ

れるレンズの研磨加工のほか、半導体製造機器や医療機器などに使用される特殊

な形状をもつレンズの加工もしています。山谷にある染色テクノパーク内の４つ

の工場で繊維やレンズの加工をする若さあふれる事業所です。

〜きもののまち十日町で絹織物の整理加工を営み、織物業の発展に貢献し
てきた会社です。今ではネクタイや洋服などの広幅生地の整理加工も手
がけ、多様化する繊維メーカーのニーズに応えます〜

〜廃棄物を燃料化して焼却するシステム（ACE燃焼システム）で特許を取得し、
バイオマスボイラー開発により十日町市から循環型社会の構築を提唱するベンチ
ャー企業です。美しい地球環境を守ります〜

環境ビジネスという言葉が登場したばかりの平成13年に会社を設立し、超

高温燃焼が可能な焼却炉を使った難燃性廃棄物の燃焼処理システムを企画・設

計・施工しています。焼却炉というとダイオキシンの発生など有毒物質を出す

イメージがありますが、1,000℃以上の超高温燃焼ではダイオキシン類が分解

されるだけでなく、多数の有毒ガスの放出も防ぐことができるそうです。生ゴ

ミや紙おむつなどの産業廃棄物は処理業者に委託すると費用がかかりますが、

燃焼システムで焼却処理すれば処理費が浮くだけでなく、焼却処理する際に出

る熱エネルギーをボイラーなどに再利用することが可能になります。すでに全国の

食品加工メーカーや病院、特別養護老人ホームなど約80か所に導入されています。

また、廃木材や廃油脂などのバイオマスを活用したエネルギーのリサイクルシステ

ムも商品化していて、これまで廃棄物として捨てられていた高カロリーの有機物を

エネルギー資源として利用することが可能になります。廃棄物も資源として有効活

用し、CO2削減と地球環境を守る循環型社会の構築に貢献する企業です。
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。
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㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

　
た
く
さ
ん
笑
っ
て
健
康
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
●
日
時
＝
３
月
２
日
㈫
午

後
１
時
30
分
〜
●
参
加
費
＝
５
０
０

円
（
入
館
料
・
入
浴
料
込
み
）
●
講

師
＝
小
野
彰
子
さ
ん
（
笑
み
筋
体
操

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会
会
長
）
●

会
場
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７

５
２
―
０
１
１
７
）

　「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
」
と
「
ナ
ラ
枯

れ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
で
す
。

●
日
時
＝
３
月
３
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
●
会
場
＝
南
魚
沼
地
域
振
興
局

（
南
魚
沼
市
）
●
入
場
料
＝
無
料
●

内
容
＝
講
演
「
間
伐
材
を
木
質
燃
料

に
―
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
―
」
古

川
正
司
氏
（
㈱
さ
い
か
い
産
業
取
締

役
開
発
隊
長
）、「
ナ
ラ
枯
れ
被
害
と

読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り

春
を
よ
ぶ
語
り
の
会

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
っ
た
帯
結

び
も
学
べ
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
の

　
温
泉
に
入
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。
介
護
の
ヒ
ン
ト
も
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
３
月

８
日
㈪
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
●
会

場
＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
●
参
加
費

＝
無
料
※
入
館
料
・
昼
食
代
は
各
自

負
担
（
昼
食
は
売
店
で
購
入
し
て
く

だ
さ
い
）
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７

６
８
―
２
９
０
８
）

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房

館
●
受
講
料
＝
１
回
５
０
０
円
（
着

物
一
式
持
参
）
※
有
料
貸
出
あ
り
●

定
員
＝
10
人
※
当
日
受
付
可
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５

２
―
０
１
１
７
）

　
福
祉
用
具
を
活
用
し
た
介
護
教
室

で
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日

時
＝
３
月
13
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
●
会
場
＝
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
健
康
倶
楽
部
十
日
町
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
（
☎
７
５
２
―
７
２
９
５
）

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第
１

節
対
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
戦
で
横
浜

Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
（
ホ
ー
ム
側
自
由
席
）

を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
３

月
13
日
㈯
午
後
２
時
試
合
開
始
●
会

場
＝
横
浜
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
●
参
加

費
＝
中
学
生
以
上
５
、
０
０
０
円
、

小
学
生
以
下
４
、
０
０
０
円
（
バ
ス
・

チ
ケ
ッ
ト
・
保
険
代
含
む
）
●
定
員

＝
先
着
30
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

３
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア

ピ
ッ
チ
活
用
事
業
実
行
委
員
会
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
☎
７
５
２
―
３
１

０
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２
―
３
１
９
３
）

　
温
泉
と
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
●
日
時
＝
３
月
14
日
㈰
午
後
２

時
〜
４
時
●
会
場
・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

●
日
時
＝
３
月
22
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
●
対
象
＝
幼
児
・
学
童
と

そ
の
保
護
者
●
参
加
費
＝
６
０
０
円

●
定
員
＝
先
着
50
人
●
会
場
・
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３

４
３
）

い
＝
キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯
●
入
場
料

＝
前
売
り
１
、
８
０
０
円
（
当
日
２
、

０
０
０
円
）
※
入
浴
料
込
み
●
定
員

＝
約
１
４
０
人
●
出
演
＝
十
一
代
目

金
原
亭
馬
生
ほ
か
●
問
合
せ
＝
キ
ナ

ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
３
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
対
象
＝
小

学
校
高
学
年
以
上
●
入
場
料
＝
無
料

●
語
り
手
＝
川
島
昭
恵
さ
ん
●
内
容

＝
杉
み
き
子
作
「
春
さ
き
の
ひ
ょ
う
」

ほ
か
●
問
合
せ
＝
春
日
（
☎
７
５
７

―
６
２
６
１
）
※
夜
の
み

『
笑
み
筋
体
操
』
講
演
会

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

応
援
ツ
ア
ー

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

学
校
対
抗
！
水
中
運
動
会

健
康
倶
楽
部
十
日
町

す
こ
や
か
会
（
家
族
会
）

地
域
の
森
林
資
源
を
見
直
そ
う

里
山
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

３
月
の
着
付
け
教
室

キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯

あ
っ
た
か
寄
席

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か

お
得
で
す
！

国
民
年
金
の
「
前
納
制
度
」

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

２
月
の
納
税
・
納
付

松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
鷹

の
湯
」
休
館
日
の
お
知
ら
せ

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
募
集

22
年
度
交
通
災
害
共
済

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
11

期
、
介
護
保
険
料
第
11
期
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
11
期
の
納
付

月
で
す
。
期
限
（
３
月
１
日
）
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
・
介
護
国
保
課

　
３
月
８
日
㈪
〜
16
日
㈫
の
間
、
配

管
修
繕
工
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー

鷹
の
湯
（
☎
５
９
６
―
２
２
２
１
）

　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が
事
故

に
遭
っ
た
場
合
に
市
町
村
と
し
て
救

済
対
策
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
県
内
全
市
町
村
で
行
う
県
民
相

互
救
済
制
度
で
す
。
●
年
会
費
＝
１

人
５
０
０
円
●
申
込
み
＝
各
世
帯
に

配
布
し
た
申
込
書
を
確
認
し
、
町
内

会
ま
た
は
金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

環
境
政
策
室
（
☎
７
５
７
―
３
７
４

０
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

　
県
で
は
、
22
年
度
の
「
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
常
の
買
い
物
の
機
会
な
ど
に

食
品
表
示
の
状
況
を
確
認
し
、
県
に

情
報
提
供
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
応

募
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。●
対
象
＝
20
歳
以
上
で
、

研
修
会
（
年
１
回
・
平
日
）
に
出
席

で
き
る
県
内
在
住
の
人
（
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
経
験
者
で
も
可
）
●

募
集
人
数
＝
１
０
０
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
県
食

品
・
流
通
課
（
☎
０
２
５
―
２
８
０

―
５
７
４
３
）

 「森の学校」キョロロ
３月の里山体験プログラム

●参加費
　大人500円、小・中・高生300円
　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

 ７日㈰　午前10時〜午後３時
　　　　布ぞうり作り

14日㈰　午後１時30分〜３時
　　　　晩冬の森の生き物探険

21日㈷　午前10時〜午後３時
　　　　飾りのわら細工作り

27日㈯　午前５時30分〜８時30分
　　　　探鳥会

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
」
布
川
耕

市
氏
（
県
森
林
研
究
所
専
門
研
究
員
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
南
魚
沼
地
域

振
興
局
農
林
振
興
部
林
業
振
興
課

（
☎
０
２
５
―
７
７
２
―
８
２
６
３
）

第
24
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
黄
桜

の
丘
公
園
（
宮
中
）
で
行
う
短
歌
発

表
会
の
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
選
作
品
は
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
で

発
表
・
表
彰
さ
れ
ま
す
。
●
歌
題
＝

黄
桜
、
信
濃
川
、
春
近
し
●
応
募
方

法
＝
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
と
、
毎
月
納
付
す
る
手
間
が
省

け
て
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
、
保

険
料
の
割
引
も
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
に
す
る
と
さ
ら
に
お
得
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
割
引
額
＝

▼
納
付
書
で
の
納
付

：

６
か
月
前
納

７
４
０
円
、
１
年
前
納
３
、
２
２
０

円
▼
口
座
振
替

：

早
割
り
（
当
月
末

振
替
）
50
円
、
６
か
月
前
納
１
、
０

３
０
円
、
１
年
前
納
３
、
８
０
０
円

●
口
座
振
替
の
手
続
き
（
前
納
の
場

合
）
＝
３
月
10
日
㈬
ま
で
に
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
な
ど
の
窓
口
に
あ
る

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
21

日
㈷

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
22
日
㈪

●
博
物
館
＝
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15

日
㈪
・
23
日
㈫
・
29
日
㈪

●
情
報
館
＝
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15

日
㈪
・
23
日
㈫
・
29
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
毎
年
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
道

路
の
正
し
い
利
用
や
愛
護
活
動
を

推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
22
年
度

の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法

や
テ
ー
マ
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.m
lit.

g
o
.jp

/re
p
o
rt/p

re
s
s
/ro

a
d
0
1
_

h
h
_0

0
0
0
9
9
.h

tm
l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
●
応
募
資
格
＝
小
学
生
以
上

●
応
募
締
切
り
＝
３
月
31
日
㈬
（
必

着
）
●
問
合
せ
＝
国
土
交
通
省
道
路

局
道
路
交
通
管
理
課
（
☎
03
―
５
２

５
３
―
８
１
１
１
）

記
入
し
、
そ
の
窓
口
へ
提
出
●
持
参

す
る
も
の
＝
年
金
手
帳
、
預
（
貯
）

金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
●
問
合
せ
＝

六
日
町
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
５
―

７
１
６
―
０
８
０
０
）

短
歌
（
３
首
ま
で
）
を
記
入
し
送
付

●
応
募
・
問
合
せ
＝
３
月
31
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、
〒
９
４
９
―
８
４
９

２
十
日
町
市
上
山
己
２
１
３
３
市
観

光
協
会
中
里
支
部
（
☎
７
６
３
―
３

１
６
８
）

３
月
の
休
館
日

むし歯のないよい歯の子
１月の３歳児健診を受けた子35人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

髙 橋 　 翠
あきら

（本町５） 優介

中 村 汐
しお

里
り

（高田町３南） 雅樹

瀧 澤 啓
けい

太
た

（西本町２） 博幸

瀧 澤 康
こう

太
た

（西本町２） 博幸

瀧 澤 　 京
みやこ

（田川町２） 高

村 山 　 碧
みどり

（田川町３） 敦

庭 野 音
ね

色
いろ

（新座２） 和城

小 海 菜
な

留
る

（新座４−２） 正志

徳 永 　 迅
じん

（本町７−２） 崇紀

小 川 健
けん

輔
すけ

（四日町１） 浩行

川 田 美
み

空
そら

（中条中町） 武志

小 林 楓
ふう

雅
が

（錦町２） 正英

小 林 昊
こう

太
た

郎
ろう

（高田町５） 正夫

遠 田 倖
こう

生
き

（寿町１） 康之

山 田 　 優
ゆう

（河内町） 中嶋ちよの

阿 部 未
み

彩
さ

樹
き

（浅之平） 敏彦

小 倉 野
の

乃
の

（二ツ屋） 健二

小 海 愛
まな

実
み

（名ケ山） 伸晃

山 田 朱
あか

莉
り

（桑原） 雅之

小 島 千
ち

波
なみ

（貝ノ川） 尉嗣

富 井 　 周
あまね

（馬場３） 一裕

高 澤 涼
すず

香
か

（土市３） 政弘

島 田 小
さ

夏
な

（伊達２） 康裕

村 山 愛
あい

菜
な

（野中） まさこ

清 水 愛
あい

菜
な

（下平新田） 一彦

樋 口 み ど り （鷹羽） 正文

佐 藤 伊
い

織
おり

（青葉） 勝之
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(高) (入)

▼
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
ア
ル
ペ
ン
男

子
回
転
競
技
に
出
場
す
る
、
皆
川
賢
太
郎

選
手
。
冬
季
五
輪
は
長
野
大
会
か
ら
連
続

４
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
す
。
出
身
は
隣

の
湯
沢
町
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
将
来
を
嘱
望

さ
れ
、
期
待
ど
お
り
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
世
界
の
舞
台
で
は
思
う
よ

う
な
活
躍
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
転
機

と
な
っ
た
の
は
、
今
で
こ
そ
主
流
と
な
っ

た
シ
ョ
ー
ト
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
へ
の
挑

戦
で
す
。
短
く
て
幅
の
太
い
、
当
時
未
知

数
の
ス
キ
ー
を
先
駆
け
て
導
入
。
独
自
の

理
論
と
技
術
で
操
り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
へ

と
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

▼
ス
キ
ー
の
歴
史
を
変
え
た
と
言
っ
て
過

言
で
な
い
皆
川
選
手
。
そ
の
〝
革
命
〟
は
、

ス
キ
ー
に
か
け
る
情
熱
が
も
た
ら
し
た
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
県
出
身
者
、

▼
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
わ
が
家
に
●
●

堂
の
ゲ
ー
ム
機
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
い
う
と
、
一
人
で
部
屋
に

こ
も
っ
て
勝
手
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
ゴ
ル
フ
や
卓
球
を
家

族
で
や
っ
て
い
る
と
、
結
構
家
族
の
だ
ん

ら
ん
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
冬

は
ゲ
ー
ム
機
で
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
も
ま

ん
ざ
ら
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
興
味
の
な
い
競
技
で
も
、
た
ま
た

ま
テ
レ
ビ
を
見
て
し
ま
う
と
、
最
後
ま
で

引
き
付
け
ら
れ
て
見
て
し
ま
い
ま
す
。
４

年
に
１
回
し
か
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
い
う

緊
張
感
が
、
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
く
る

の
が
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
勢
の

メ
ダ
ル
の
数
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、

努
力
を
続
け
て
き
た
選
手
た
ち
の
す
ば
ら

ま
た
何
よ
り
同
い
年

と
し
て
、
五
輪
で
の

熱
き
滑
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
注
目
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

●離乳食教室

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…
　母子健康手帳、問診票、フッ化物歯面塗布希望確認
　票（１歳６か月児のみ）、視聴覚アンケート（３歳６
　か月児のみ）、着替えやおむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠席や体調
　が心配な場合は、本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますので、
　届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりをもっ
　て来てください。

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

●休日救急医

●乳幼児健診

●日　時　２日㈫・９日㈫・16日㈫ 午前10時〜11時
　　　　　※２日はひなまつり、16日は閉級式
●対　象　１歳〜就学前のお子さんとその保護者
●会　場　サンクロス十日町
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　13日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学生
●会　場　下条公民館
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしたまてばこ
●日　時　11日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや
●日　時　20日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　20日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●問合せ　山田　☎768-3865

 おはなしぴよぴよ
●日　時　13日㈯・27日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　６日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場　加賀書院
●問合せ　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院
　　　　　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●ちびっこひろば

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松代支所　　５日㈮　  ▽松之山支所　９日㈫
 　▽中里支所　　19日㈮　 ▽川西支所　　23日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
　３月はお休みです。

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　４日㈭・11日㈭・18日㈭ 午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

期　日  時　間  会　場 医　師

３日㈬ 午後３時〜５時 津南町役場
須賀医師

（中条第二病院）

11日㈭ 午後２時〜４時 工房なかさと
信田医師

（中条第二病院）

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●申込み・問合せ

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課 ☎757-2402

●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

12日㈮　十日町地域振興局　午前10時〜正午

　　　　千手中央コミュニティセンター

　　　　　　　　　　　　　午後１時45分〜３時30分

31日㈬　十日町市役所　　　午前10時〜正午

　　　　　　〃　　　　　　午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719

●全血献血

●高年齢者職業相談（12日㈮で閉鎖）
　おおむね45歳以上が対象です
　毎週月〜金曜日 午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　４日㈭・18日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】23日㈫　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：はあとふる川西

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　10日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　１日㈪・８日㈪・15日㈪・23日㈫・29日㈪
　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　11日㈭・25日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

期　日 会場 受付時間

１日㈪・15日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

11日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

15日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

16日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

19日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

23日㈫ 松之山支所 午前8時30分〜11時30分

26日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

29日㈪ 中里支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

４日㈭ 松之山保育園 午前９時〜11時

10日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

11日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

16日㈫ 松代活性化センター 午前９時〜11時30分

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ２日㈫

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 19日㈮

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

24日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年11月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

24日㈬ 午前９時〜10時
21年５月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

17日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年９月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

25日㈭
午前９時
　〜９時30分

19年９月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

18日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年９月
生まれの

幼 児

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

山口医院 下条中央通り 755-2003

津南病院 津南町 765-3161

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

上村病院 田中 763-2111

山口医院 袋町中 752-2174

庭野医院 寿町４ 752-2711

石川医院 津南町 766-2061

中条病院 北原 757-301828日㈰

14日㈰

22日㈪

21日㈷

７日㈰
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十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ
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夢
雪
隊
は
、
平
成
７
年
12
月
に
旧
川
西
町

で
結
成
。隊
員
と
な
っ
た
人
の
中
に
は
、同
年

１
月
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
た
人
も
多
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
30
〜
50
代
を
中
心
に
53
人
の
隊
員
が

４
隊
に
分
か
れ
、
対
象
世
帯
の
雪
お
ろ
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。代
表
の
渡
貫
文
人
さ
ん（
上

野
・
43
歳
）
は
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
こ
と
を
し

た
、と
い
う
感
じ
が
い
い
で
す
ね（
笑
）。お
礼

は
一
切
も
ら
い
ま
せ
ん
。お
茶
も
出
さ
ず
に
、

と
恐
縮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分

た
ち
も
満
足
感
を
得
ら
れ
る
の
で
、掘
る
人
・

掘
ら
れ
る
人
は
同
じ
立
場
」と
話
し
ま
す
。夢

の
あ
る
雪
国
の
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
つ
く

る
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た

﹃
夢
雪
隊
﹄、
実
は﹃
無む

接せ
�

待た
い

﹄
も
か
け
て
い
る

そ
う
で
す
。現
在
、雪
お
ろ
し
を
し
て
い
る
の

は
３
軒
。
１
軒
に
つ
き
、
ひ
と
冬
で
３
、
４
回

出
動
し
ま
す
が
、
自
宅
の
雪
お
ろ
し
が
あ
る

隊
員
も
い
る
の
で
、
無
理
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
１
人
１
回
ず
つ
の
出
動
が
目
標
で
す
。「
本

当
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
ら
ず
、地
域
で
助

け
合
え
る
の
が
一
番
。
か
な
り
先
の
話
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
は
夢
雪
隊
の
活
動

が
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
渡
貫
さ
ん
。"
解
散"

を
最
終
目
標
に
、
夢
雪

隊
は
地
域
の
冬
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
隊
員
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
も
、
た

だ
今
、新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。申
込
み
は
社

協
川
西
支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

₂₃

ス
ノ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

夢む

雪せ
つ

隊た
い

　
地
元
の
有
志
の
会
や
商
工
会
青
年
部
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
若
者
が
集
う
夢

雪
隊
。〝
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
〞
と
始
ま
っ
た
活
動
は
14
年
目
を
迎
え
、

県
内
で
も
有
数
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
を
第
一
に
、
で
き
る
範
囲
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
問
合
せ
 

 
十
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
川
西
支
所

 
☎
７
６
８
︱
３
３
４
３

　

各
隊
の
隊
長
と
社
協
職
員
、
民

生
委
員
、
市
職
員
が
集
ま
っ
て
総

会
を
開
き
、
雪
お
ろ
し
を
す
る
家

を
決
め
て
い
ま
す
。

　

５
～
８
人
く
ら
い
の
隊
員
が
一
斉
に
屋
根
に
上
が
り
、
慣
れ
た
様
子
で
手

早
く
雪
を
お
と
し
て
い
き
ま
す
。
積
雪
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
１
回
の
作
業

は
１
時
間
ほ
ど
で
終
了
。
あ
っ
と
い
う
間
に
屋
根
が
軽
く
な
り
ま
す
。
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